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非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， リーガルマインドを備え、現代社会の諸問題を法的に解決して
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の いく上で必要な公法、民事法、刑事法に関する基礎的な法概念
基礎専門知識を身につける。 や理論、判例について説明することができるようになる。

⇔

経法20ｶﾘ･総合法律

行政や企業などの法務の現場で，法学の基礎理論がどのように 法務の現場において法律学の様々な分野の基礎理論がどのよう
機能しているかを理解した上で，実際に法的な問題点を見つけ に機能しているのかを理解した上で、実際に法的な問題点を見
出し，分析し，法令の正しい理解に基づいて，基準の適用，書 つけ出し、その解決・予防方法の内容や実践の過程について説
類の作成，ルールの設計などをすることで，法的な解決策や予 明することができるようになる。
防策を実践的に企画・立案・実行できる能力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

ストラテジー･デザイン人材養成コース、ライフクリエイター養成コース

(4)授業の概要 　本特別演習は、主に法曹プログラム（法曹コース）の学生を対象として、法曹養成制度を理解すると
ともに、法曹として求められる各分野の判例・事例の発展的研究、起案練習等を行うものである。

(5)授業計画 １ガイダンス　ー法曹養成制度
２法科大学院特別演習１
３法科大学院特別演習１
４法科大学院特別演習２
５法科大学院特別演習２
６法科大学院特別演習３
７法科大学院特別演習３
８法科大学院特別演習４
９法科大学院特別演習４
１０法曹に必要な能力　公法１
１１法曹に必要な能力　公法２
１２法曹に必要な能力　民事法１
１３法曹に必要な能力　民事法２
１４法曹に必要な能力　刑事法１
１５法曹に必要な能力　刑事法２（授業アンケート実施）

(6)成績評価の方
法

　課題に対する取組等と論述試験を総合的に評価する。

(7)成績評価の基
準

　授業目標の達成度を測るため、課題５０％、期末試験５０％の割合で評価する。
　合計60点以上であれば、単位を認定する。
　成績は、90点以上の水準（全ての問題に対して特に適格な解答）にあれば『卓越している』、80点以
上の水準（上記に準ずる程度の解答）にあれば『かなり上にある』、70点以上の水準にあれば『やや上
にある』、60点以上の水準（授業で解説した基本的事項に関する理解が認められる）にあれば『その水
準にある』とする。

(8)事前事後学習
の内容

　授業中に指示する。

(9)履修上の注意 　本特別演習は、法曹プログラムの学生を主に対象としているが、プログラムに所属していなくても、
法科大学院への進学を希望する場合には履修を認め得る。履修希望者は、ガイダンスに出席し、担当教
員に相談すること。外部講師の日程についてはガイダンス時に知らせる。本特別演習は、原則、水曜日
の３限～５限の間の２コマ連続で行う。各回の開始時間などはeALPS上で連絡するので、eALPSを随時確
認すること。

(10)質問,相談へ
の対応

　授業終了後に対応する。

【教科書】 　授業中に指示する。

【参考書】 　授業中に指示する。


